
私
は
一
昨
年
、
「
阿
頼
耶
識
思
想
の
成
立
と
そ
の
展
開
ｌ
末
那

識
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
大
谷
学
報
第
四
十
九
巻
第
二
号
）
と
い

う
小
論
文
を
発
表
し
た
。
そ
の
折
、
紙
数
の
関
係
で
拐
伽
経
に
つ

い
て
の
検
討
は
ま
た
の
機
会
に
ゆ
ず
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
い

た
の
で
、
こ
こ
に
娚
伽
経
の
成
立
年
時
を
検
討
し
な
が
ら
、
「
八

識
思
想
の
成
立
」
の
問
題
を
再
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

枅
伽
経
の
成
立
年
時
に
関
し
て
は
、
鈴
木
大
拙
博
士
は
「
枅
伽

経
な
る
も
の
は
何
時
作
ら
れ
た
か
と
言
う
に
、
そ
れ
は
固
よ
り
判

然
わ
か
ら
ぬ
。
…
…
即
ち
第
四
世
紀
の
頃
に
は
既
に
出
来
て
居
た

も
の
で
あ
ろ
う
」
（
鈴
木
大
拙
全
集
第
五
巻
「
傍
伽
経
」
四
六
九
頁
参

照
）
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。

し
か
る
に
宇
井
博
士
は
「
佛
教
経
典
史
」
（
昭
和
三
二
年
刊
）
の

八
識
思
想
の
成
立
に
つ
い
て

一

ｌ
傍
伽
経
の
成
立
年
時
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

中
で

①「
拐
伽
経
は
一
般
に
大
乗
起
信
論
の
基
づ
く
経
と
い
わ
れ
、

従
っ
て
古
い
経
で
あ
る
が
如
く
に
考
え
ら
れ
て
居
る
が
、
…

…
世
親
以
前
に
存
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
恐
ら
く

四
○
○
年
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
」

②

と
い
わ
れ
、
ま
た
印
度
哲
学
史
の
中
で
は

「
此
経
（
娚
伽
経
）
は
世
親
の
時
代
に
は
恐
ら
く
未
だ
現
わ

れ
ず
し
て
其
没
後
間
も
な
く
現
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」

と
い
っ
て
、
拐
伽
経
の
成
立
を
世
親
以
後
と
し
て
お
ら
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
西
尾
京
雄
氏
は
「
枅
伽
経
の
成
立
年
代
に
就
て
」

（
宗
教
研
究
新
第
九
巻
第
五
号
一
二
三
頁
参
照
）
に
お
い
て
、
拐
伽
経

が
提
婆
時
代
（
一
七
○
’
二
七
○
年
頃
）
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
、
以
前
主
張
し
て
お
ら
れ
た
。

最
近
で
は
中
村
元
博
士
の
「
イ
ン
ド
思
想
史
」
（
一
九
五
六
年
）

舟

橋
尚
哉
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に
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
害
は
か
な
り
詳
細
に
年
時
が
入
っ

て
お
り
、
便
利
な
書
で
あ
る
が
、
梧
伽
経
に
関
し
て
は
、

③「
如
来
蔵
思
想
と
唯
識
説
と
の
綜
合
と
し
て
「
携
伽
経
」

Ｐ
目
丙
割
く
四
薗
国
‐
印
昇
国
）
が
成
立
し
た
」

と
あ
る
の
み
で
、
世
親
以
前
に
成
立
し
た
の
か
、
以
後
に
成
立
し

４

た
の
か
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
如
来
蔵
思
想
の

項
で
「
拐
伽
経
」
を
第
三
期
の
典
籍
と
し
、
第
二
期
の
典
籍
に
世

親
の
「
佛
性
論
」
や
「
摂
大
乗
論
釈
論
」
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
は
、

榴
伽
経
の
思
想
を
世
親
以
後
と
解
し
て
の
分
類
の
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。ま

た
山
田
龍
城
博
士
の
「
梵
語
佛
典
の
諸
文
献
」
（
大
乗
佛
教
成

立
論
序
説
、
資
料
篇
）
で
は
、
枅
伽
経
に
つ
い
て
は
数
ヶ
所
（
一
○
三

頁
、
一
○
四
頁
等
）
出
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
た
糯
伽
経
の
成
立
年
時

に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
。

次
に
水
野
弘
元
博
士
還
暦
記
念
「
新
・
仏
典
解
題
事
典
」
（
中
村

⑥

元
、
平
川
彰
、
玉
城
康
四
郎
編
）
に
は
、
枅
伽
経
の
項
で
「
原
本
の

成
立
は
お
そ
ら
く
四
○
○
年
前
後
と
見
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
参
考

⑥

文
献
と
し
て
常
盤
大
定
博
士
「
支
那
仏
教
の
研
究
第
二
」
と
両
．

］
・
弓
ゴ
○
冒
儲
の
己
５
国
尉
言
昼
旦
田
口
。
。
ご
望
月
ロ
○
二
哩
詳
と

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

世
親
の
年
代
を
従
来
通
り
三
二
○
年
’
四
○
○
年
頃
と
す
れ
ば
、

西
尾
氏
の
説
は
例
外
と
し
て
（
梧
伽
経
の
成
立
年
代
を
提
婆
時
代

ま
で
測
ら
せ
る
こ
と
は
私
に
は
疑
問
で
あ
る
が
）
、
一
般
に
枅
伽
経

の
成
立
（
四
○
○
年
頃
）
は
世
親
と
同
時
代
か
、
や
や
後
と
考
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
四
巻
梧
伽
（
求
那
政
陀
羅
訳
）
の
訳
出
が
四
四
三
年
で
あ
る

こ
と
は
一
応
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
、
当
時
、
イ
ン
ド
か

ら
中
国
へ
伝
来
し
た
事
情
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
常
識
的
に
は
娚

伽
経
が
少
な
く
と
も
三
五
○
年
’
四
○
○
年
頃
に
は
成
立
し
て
い

た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
こ
こ
で
い
う
拐
伽

経
の
成
立
と
は
、
勿
論
、
羅
婆
那
王
勧
請
品
（
Ⅱ
請
佛
品
）
や
、

最
後
の
偶
頌
品
な
ど
が
附
加
さ
れ
る
以
前
の
原
型
の
成
立
を
い

』
フ
）
。

７

そ
う
す
る
と
、
世
親
の
年
時
を
従
来
通
り
三
二
○
年
’
四
○
○

年
頃
で
よ
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
と
微
妙
に
関
連
し
て
く
る
の

⑧
⑨

で
あ
る
が
、
最
近
、
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
博
士
や
梶
山
博
士
に
ょ
っ

⑩

て
、
安
慧
の
年
代
が
五
一
○
年
’
五
七
○
年
（
従
来
、
四
七
○
年
ｌ

⑪

五
五
○
年
頃
）
に
訂
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、
干
潟
博
士
な
ど
に
よ

っ
て
世
親
の
年
代
も
四
○
○
年
’
四
八
○
年
頃
（
従
来
、
一
三
一
○
年

⑫

’
四
○
○
年
頃
）
に
訂
正
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
最
近
の
著
書
の
中

に
は
、
こ
れ
ら
の
説
を
受
け
て
、
す
で
に
無
著
、
世
親
、
陳
那
、

安
慧
な
ど
の
年
時
を
か
な
り
修
正
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
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さ
て
枅
伽
経
の
刹
那
品
で
は
次
の
如
く
明
瞭
に
八
識
が
説
か
れ

て
い
る
。

４０①
計
①
の
ぐ
①
ぐ
包
庁
門
画
葺
四
昏
切
く
ゆ
ご
ぽ
ぃ
く
い
四
曾
四
巨
○
餌
ぐ
胃
］
ロ
画
ご
ロ
。
］
Ｑ
ぐ
①

○
四
匡
四
胃
幽
含
昌
巨
望
①
（
⑳
寂
や
四
画
わ
．
］
・
己

「
こ
の
中
に
三
自
性
、
八
識
、
二
無
我
あ
り
」

更
に
こ
の
文
の
直
後
に
は
次
の
よ
う
な
偶
文
（
刹
那
品
第
五
偶
）

私
が
こ
の
よ
う
に
娚
伽
経
の
成
立
年
代
を
問
題
に
し
、
世
親
以

前
に
成
立
し
た
も
の
か
、
以
後
に
成
立
し
た
も
の
か
を
問
題
に
す

る
の
は
、
実
は
八
識
思
想
の
成
立
と
関
連
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
拐
伽
経
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
テ
キ
ス
ト
の
上
に
も

明
瞭
に
八
識
（
搦
冨
‐
ぐ
言
曽
国
）
が
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
る
に

世
親
の
著
書
に
は
、
唯
識
三
十
頌
に
も
唯
識
二
十
論
に
も
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
テ
キ
ス
ト
の
上
で
八
識
と
い
う
語
は
見
あ
た
ら
な
い
。

⑬
⑭

（
も
っ
と
も
、
弥
勒
の
爺
伽
論
に
は
漢
訳
、
チ
ー
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
よ
る⑮

限
り
、
八
識
は
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
相
当
す
る
個
所
の
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
片
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
）
。
も
し
拐
伽

経
が
世
親
以
前
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
八
識
思
想
の
成
立

は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
本
に
よ
る
限
り
、
梧
伽
経
の
記
述
が
最
初

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

｜
’

が
あ
り
、
そ
こ
で
も
八
識
（
尉
冨
‐
ぐ
言
曽
色
）
が
説
か
れ
て
い
る
。

⑰も
四
画
○
四
包
丘
ｍ
Ｈ
Ｒ
目
創
三
の
ぐ
四
ず
ぽ
脚
ぐ
ゆ
・
の
○
ゆ
く
觜
］
ロ
騨
旨
Ｐ
昌
昌
画
黒
宙
①
ぐ
四

○
由
一
Ｑ
ぐ
①
ご
印
肖
四
斤
口
ご
お
ご
ぽ
ゆ
く
⑦
汁
］
【
門
計
⑳
口
○
Ｈ
ｐ
ｍ
ｐ
倒
望
脚
己
四
‐

も
蝕
凰
ｍ
Ｈ
色
ず
凹
昏
一
切
一
一

「
五
法
、
〔
三
〕
性
、
八
識
、
二
無
我
は
す
尋
へ
て
大
乗
の
摂

耐
な
る
寺
へ
し
」

こ
の
こ
と
は
こ
れ
に
相
当
す
る
四
巻
拐
伽
（
拐
伽
阿
政
多
羅
宝
経
、

四
四
三
年
訳
出
）
の
上
で
も
八
識
が
説
か
れ
て
お
り
、

「
是
名
二
五
法
や
三
種
自
性
八
識
二
種
無
我
」
（
大
正
一
六
、

五
一
一
中
）

「
五
法
三
自
性
及
与
八
種
識

二
種
無
有
我
悉
摂
二
摩
訶
術
一
」
（
大
正
一
六
、
五
二
中
）

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
八
識
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
や
は

り
刹
那
品
に

⑬］
肉
色
詐
四
Ｈ
ロ
ロ
ロ
冨
四
巽
四
ロ
昌
四
包
巨
庁
蝕
詐
騨
計
固
帥
”
四
庁
四
四
四
局
ご
ぽ
ゅ
勤
］
沙
目
⑳
ご
］
ｌ

］
口
凹
口
蝕
１
ｍ
四
犀
ご
砂
四
ご
Ｑ
洋
○
Ｈ
ｐ
ｐ
ｐ
Ｏ
Ｈ
国
Ｐ
ｐ
Ｏ
ぐ
〕
］
ロ
騨
冒
四
目
〕
○
餌
も
騨
口
○
四

一
○
四
ぐ
］
－
．
群
ご
騨
丙
脚
昌
幽
の
命
］
Ｈ
計
彦
〕
騨
己
目
ご
蝕
吋
口
芹
勤
屋
（
印
穴
．
℃
．
い
い
、
．
』
．
副
）

「
何
等
を
か
八
と
な
す
。
謂
く
阿
頼
耶
識
と
名
づ
け
ら
れ
た

９０‐

る
如
来
蔵
と
、
意
と
、
意
識
と
、
外
道
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た

る
五
識
身
と
で
あ
る
」

と
あ
り
、
こ
れ
に
相
当
す
る
四
巻
拐
伽
で
も
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「
何
等
為
⑫
八
。
謂
如
来
蔵
名
」
識
蔵
圭
心
意
意
識
及
五
識

身
。
非
二
外
道
所
説
一
」
（
大
正
一
六
、
五
一
二
中
）

鋤

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
枅
伽
経
で
は
八
識
を
説
い
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
糯
伽
経
に
八
識
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
う

余
地
が
な
い
。
そ
れ
は
古
来
よ
り
梼
伽
経
は
「
五
法
、
三
性
、
八

識
、
二
無
我
」
を
説
く
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
む
し
ろ
当
然
か

も
し
れ
な
い
・

で
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
本
に
よ
る
限
り
、
世
親
の
著
書
の
上

に
も
説
か
れ
て
い
な
い
八
識
と
い
う
語
が
、
娚
伽
経
の
上
に
は
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
本
の
上
に
も
何
故
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る

鋤

う
か
。
枅
伽
経
は
は
た
し
て
宇
井
博
士
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
世
親

以
後
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
拐
伽
経
は
世
親

以
前
に
成
立
し
て
い
た
が
、
世
親
は
そ
の
よ
う
な
八
識
を
語
ろ
う

と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

私
は
こ
れ
に
つ
い
て
世
親
は
携
伽
経
を
知
っ
て
い
た
。
す
な
わ

ち
拐
伽
経
の
成
立
は
世
親
以
前
で
あ
る
と
い
う
有
力
な
資
料
を
示

鰯

し
て
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
山
口
博
士

も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
世
親
造
と
い
わ
れ
る
釈
軌
論

ぐ
箇
丙
ご
竿
冒
時
丘
に
拐
伽
経
の
偶
頌
品
の
偶
文
が
九
偶
も
引
用

｜
｜
’

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
釈
軌
論
に
は
、

燭
の
諸
穂
中
に
我
は
な
い
。
諸
瀧
は
我
で
な
い
。
そ
れ
ら
は
〔
愚

夫
が
〕
分
別
す
る
如
く
に
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
〔
不
可
言
性

と
し
て
〕
無
で
は
な
い
。

②
愚
夫
が
分
別
せ
る
如
く
に
、
一
切
の
も
の
が
有
で
あ
り
、
そ

れ
が
見
ら
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
切
が
如
実
に

見
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

③
〔
ま
た
、
そ
う
い
う
立
場
で
〕
一
切
が
無
な
る
よ
り
し
て
は
、

雑
染
と
清
浄
と
は
無
と
な
ろ
う
。
け
れ
ど
も
見
ら
れ
て
い
る

如
く
に
そ
れ
ら
は
あ
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
そ
れ
ら
は
無
で

も
な
い
。

”

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
娚
伽
経
偶
頌
品
の
一
三
五
偶
、
一

㈲

三
六
偶
、
一
三
七
偶
に
相
当
し
て
い
る
。
さ
ら
に
続
い
て
釈
軌
論

㈱

に
は
枅
伽
経
偶
頌
品
一
五
○
偶
よ
り
一
五
五
偶
ま
で
の
六
偶
が
引

用
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
釈
軌
論
に

は
種
々
の
経
典
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
拐
伽
経
と
い
う
名
は

見
あ
た
ら
な
い
。
い
ま
拐
伽
経
偶
頌
品
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
こ

⑰

ろ
も
、
「
解
深
密
経
中
に
「
一
切
法
は
無
自
性
云
々
と
説
い
て
い

る
が
、
か
く
の
如
き
等
の
こ
れ
ら
一
切
は
了
義
で
は
な
い
」
と
出

て
い
る
」
と
あ
り
、
そ
の
後
で
「
そ
こ
で
そ
れ
ら
の
経
節
の
中
で
、
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燭

偶
の
み
を
掲
げ
よ
う
」
と
い
っ
て
、
解
深
密
経
の
『
諸
法
無
自
性
、

諸
法
無
生
、
諸
法
不
滅
、
諸
法
本
来
寂
静
云
々
』
の
偶
を
引
き
、

そ
の
直
後
に
「
余
〔
経
〕
に
も
」
と
い
っ
て
先
程
の
拐
伽
経
の
三

偶
及
び
六
偶
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
余
経
と
い
う
の
み
で
、

従
っ
て
釈
軌
論
中
に
拐
伽
経
と
い
う
経
名
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、

両
者
を
比
較
す
れ
ば
梼
伽
経
偶
頌
品
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
よ
う
。

た
だ
偶
頌
品
は
四
四
三
年
訳
出
の
四
巻
拐
伽
に
は
な
い
の
で
、

鯨

初
期
の
拐
伽
経
に
は
偶
頌
品
は
な
く
て
、
後
世
の
附
加
で
は
な
い

か
。
あ
る
い
は
偶
頌
品
の
中
に
は
後
世
附
加
さ
れ
た
部
分
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
も
あ
り
、
従
っ
て
釈
軌
論
に
拐
伽

経
の
偶
頌
品
の
偶
の
引
用
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
世
親
が
枅
伽

経
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
反
論
も
あ
る
こ
と

と
思
箔
フ
。

し
か
し
、
私
は
最
近
、
こ
の
偶
頌
品
の
一
三
五
偶
、
一
三
六
偶
、

帥

一
三
七
偶
が
枅
伽
経
無
常
品
の
偶
（
三
五
偶
、
三
六
偶
、
三
七
偶
）

て
あ
り
、
四
巻
枅
伽
に
も
こ
の
偶
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
四

巻
拐
伽
（
求
那
賊
陀
羅
訳
）
で
は
、

「
陰
中
無
し
有
し
我
陰
非
二
即
是
我
一

不
し
如
二
彼
妄
想
一
亦
復
非
し
無
し
我

一
切
悉
有
性
如
二
凡
愚
妄
想
一

若
如
一
一
彼
所
見
一
一
切
応
見
レ
諦

一
切
法
無
性
浄
職
悉
無
し
有

不
三
実
如
一
一
彼
見
一
‐
亦
非
レ
無
二
所
有
｝
」

（
大
正
一
六
、
五
○
○
下
）

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
相
当
す
る
七
巻
梼
伽
（
大
乗
入
傍

伽
経
、
実
叉
難
陀
訳
）
で
は

「
悪
中
無
し
有
し
我
非
二
澁
即
是
我
一

不
し
如
二
彼
分
別
一
亦
復
非
し
無
し
有

如
一
二
愚
所
二
分
別
一
一
切
皆
有
性

若
如
二
彼
所
見
↓
皆
応
し
見
二
真
実
一

一
切
染
浄
法
悉
皆
無
二
体
性
一

不
し
如
二
彼
所
見
一
亦
非
レ
無
二
所
有
一
」

（
大
正
一
六
、
六
一
○
上
Ｉ
中
）

と
な
っ
て
お
り
↑
両
者
は
訳
語
の
上
に
差
異
が
あ
っ
て
も
、
意
味

内
容
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。

四帥

か
く
し
て
も
し
釈
軌
論
が
世
親
の
著
書
で
あ
る
と
い
う
定
説
が

成
り
立
つ
な
ら
ば
、
世
親
は
枅
伽
経
の
偶
頌
の
一
部
を
知
っ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
こ
こ
で
釈
軌
諭
が
解
深
密
経
な
ど
の
名
を

明
瞭
に
出
し
な
が
ら
、
拐
伽
経
に
つ
い
て
は
「
余
〔
経
〕
に
云
く
」
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と
い
っ
て
梧
伽
経
の
名
を
出
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
枅
伽
経
が
成

立
し
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
て
、
世
親
は
拐
伽
経
の
偶
文
は
知
っ

て
い
て
も
、
拐
伽
経
な
る
経
名
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。

あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
偶
文
が
他
の
経
典
に
あ
っ
て
（
そ
の
経
典
が

現
在
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
）
、
娚
伽
経
と
釈
軌
論
と
が
た
ま
た
ま
同

じ
偶
文
を
引
用
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
し
か
し
釈
軌

論
が
解
深
密
経
と
並
列
し
て
枅
伽
経
の
偶
文
を
引
用
し
て
い
る
状

態
、
及
び
そ
の
偶
文
が
膀
伽
経
偶
頌
品
の
み
な
ら
ず
、
無
常
品
に

も
出
て
お
り
、
し
か
も
四
四
三
年
訳
出
の
四
巻
梧
伽
に
も
こ
の
偶

文
が
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
や
は
り
世
親
は
拐
伽
経
を

知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

鰯

ま
た
安
井
博
士
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
梼
伽
経
無
常

品
窃
〆
己
忌
巴
に
出
て
い
る

鋤「
知
が
所
縁
の
境
を
把
握
し
な
い
と
き
、
そ
の
と
き
、
唯
識

に
住
す
る
こ
と
が
あ
る
。
〔
す
な
わ
ち
〕
、
識
の
所
取
が
無
な

る
に
よ
っ
て
、
能
取
に
は
、
ま
た
、
〔
所
取
を
所
縁
の
境
と

し
て
〕
能
取
す
る
は
た
ら
き
が
な
い
。
…
…
云
々
。
と
い
う

こ
と
が
世
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
が
…
…
・
」

と
い
う
文
は
、
世
親
の
「
唯
識
三
十
頌
」
の
第
二
十
八
偶
、
即
ち

鋤「
識
が
所
縁
を
把
握
し
な
い
と
き
、
唯
識
に
安
住
す
る
。
所

取
が
無
い
と
き
、
そ
れ
を
能
取
し
な
い
か
ら
」

と
い
う
偶
文
と
殆
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
安
井
博
士
は

燭「
入
拐
伽
経
が
唯
識
説
を
伝
統
し
つ
つ
、
し
か
も
世
親
に
年
代
的

に
近
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
い
っ
て
お

ら
れ
る
が
、
こ
の
「
唯
識
三
十
頌
」
の
第
二
十
八
偶
と
梧
伽
経
無

常
品
の
文
の
類
似
は
世
親
と
膀
伽
経
と
の
関
連
を
知
る
上
に
ま
こ

と
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
私
は
世
親
は
娚
伽
経
な
る
経
典
を
知
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
榴
伽
経
は
世
親
と
同
時
代
か
、
そ
れ
以
前

に
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
結
論
は
従
来
の

鯛
帥

宇
井
博
士
や
常
盤
博
士
の
定
説
と
は
異
な
り
、
色
々
と
反
論
も
出

る
こ
と
と
思
う
。
例
え
ば
常
盤
博
士
が
「
続
支
那
佛
教
の
研
究
」

に
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
五
法
、
八
識
、
三
性
の
如
き
中
枢
教
義
の
み
な
ら
ず
、
二

種
閨
提
、
五
種
性
、
三
種
意
生
身
、
三
身
佛
の
如
き
特
殊
の

思
想
よ
り
見
て
之
を
「
摂
論
」
の
後
に
属
し
、
世
親
以
前
に

上
る
を
得
ず
」
（
一
二
五
頁
’
二
一
六
頁
）

と
か
、

「
拐
伽
経
」
の
骨
格
は
「
球
伽
」
「
顕
揚
」
「
佛
性
」
の
諸

論
に
散
説
せ
ら
る
る
五
法
、
三
自
性
、
八
識
、
二
無
我
で
あ

り
、
又
そ
の
中
に
是
等
諸
論
と
共
通
す
る
五
種
乗
性
や
二
種

閲
提
や
三
身
説
を
説
い
て
あ
る
。
．
…
・
・
…
こ
れ
よ
り
推
し
て
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こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
拐
伽
経
の
成
立
年
代
は
四
巻
拐

伽
が
四
四
三
年
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
三
五
○
年
’

四
○
○
年
頃
に
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
世
親
の
年
代
で
あ
る
。
従
来
の
よ

う
に
世
親
の
年
代
が
三
二
○
年
’
四
○
○
年
頃
で
あ
れ
ば
、
梧
伽

経
は
世
親
と
同
時
代
に
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
最
近
の
説
の

よ
う
に
世
親
の
年
代
が
四
○
○
年
’
四
八
○
年
頃
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
世
親
が
枅
伽
経
を
知
っ
て
い
て
も
何
等
不
思
議
は
な

闘

い
。
否
、
世
親
の
年
代
は
グ
プ
タ
王
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、
四

○
○
年
１
四
八
○
年
頃
の
方
が
妥
当
で
あ
る
の
に
、
『
梧
伽
経
』

と
の
関
連
で
今
な
お
三
二
○
年
’
四
○
○
年
説
が
一
般
に
用
い
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
も
し
世
親
が
拐
伽
経
を
知
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
世
親
の
年
代
は
干
潟
説
（
四
○
○
年
’

四
八
○
年
頃
）
が
有
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

「
枅
伽
」
の
年
代
も
大
体
世
親
と
護
法
と
の
間
に
置
い
て
大

過
は
あ
る
ま
い
」
（
七
七
頁
）

と
い
わ
れ
て
い
る
教
義
的
な
問
題
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
と

い
う
疑
問
も
残
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お

き
た
い
。

閉

さ
て
そ
こ
で
、
世
親
は
八
識
思
想
を
説
く
枅
伽
経
を
知
っ
て
い

な
が
ら
、
何
故
、
自
ら
の
著
書
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
上
で
）
に

八
識
を
説
か
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
が
、
お
そ
ら
く

世
親
は
八
識
を
説
く
必
要
性
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
八

識
を
並
列
的
に
あ
げ
、
問
題
に
す
る
の
は
主
と
し
て
中
国
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
初
期
唯
識
思
想
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
に

倒

さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
世
親
も
唯
識
三
十
頌
第
五
偶
に
お
い
て

「
意
と
名
づ
く
る
識
」
（
日
四
目
○
口
窪
目
湧
く
昔
営
騨
昌
）
を
説
い
て

お
り
、
玄
英
は
こ
れ
を
「
末
那
」
（
大
正
三
一
、
六
○
中
）
と
訳
し

て
い
る
か
ら
、
阿
頼
耶
識
と
六
識
と
を
加
え
て
一
応
八
識
に
な
る

が
、
世
親
は
あ
え
て
こ
れ
を
八
識
と
い
う
形
式
で
は
説
い
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

ま
た
初
期
唯
識
思
想
に
お
い
て
は
、
八
識
が
あ
ま
り
問
題
に
さ

れ
な
い
の
に
、
漢
訳
で
は
あ
え
て
八
識
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
例
と

㈱

し
て
、
大
乗
荘
厳
経
論
、
菩
提
品
第
六
十
七
偶
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
文
で
は
、

帥「
大
円
鏡
智
は
不
動
で
あ
る
。

平
等
性
と
妙
観
察
と
に
於
け
る
と
、

及
び
成
所
作
に
於
け
る
と
の
三
の
智
慧
が

そ
れ
に
依
止
し
て
い
る
」
（
宇
井
博
士
訳
）

⑫

と
あ
っ
て
、
チ
や
ヘ
ッ
ト
訳
も
大
体
こ
れ
に
一
致
し
て
い
る
。
し
か
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る
に
漢
訳
（
宇
井
本
、
第
六
十
一
偶
に
相
当
）
に
は

「
四
智
、
鏡
不
動
、
三
智
之
所
依
。

℃
、
、
、
℃

八
七
六
五
識
、
次
第
転
得
故
」
（
大
正
三
一
、
六
○
六
下
）

と
な
っ
て
い
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
文
及
び
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
は

な
い
「
八
七
六
五
識
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も

漢
訳
者
が
用
い
た
テ
キ
ス
ト
と
、
現
存
の
梵
本
と
が
異
な
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
が
、
こ
れ
な
ど
、
初
期
唯

識
思
想
で
は
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
八
識
思
想
が
漢
訳
さ

れ
る
と
き
挿
入
さ
れ
た
好
例
で
あ
る
と
思
う
。

以
上
、
私
は
世
親
造
と
い
わ
れ
る
釈
軌
論
に
引
用
さ
れ
て
い
る

枅
伽
経
の
偶
文
が
、
枅
伽
経
の
偶
頌
品
の
み
な
ら
ず
無
常
品
に
も

見
出
さ
れ
、
従
っ
て
枅
伽
経
の
最
も
初
期
の
形
態
を
伝
え
て
い
る

と
い
わ
れ
る
四
四
三
年
に
求
那
政
陀
羅
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
四

巻
拐
伽
に
も
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
手
懸
り
と
し
て
、
世
親
は
梧
伽

経
を
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
枡
伽
経
の
成
立
は

世
親
と
同
時
代
か
、
そ
れ
以
前
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
わ

け
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
従
来
の
定
説
、
娚
伽
経
は
世
親
以
後
の
成

立
で
あ
る
と
い
う
定
説
と
は
異
な
る
が
、
今
後
の
研
究
が
こ
の
問

題
を
解
決
し
て
く
れ
る
こ
と
と
思
う
。
何
分
に
も
若
輩
ゆ
え
、
論

証
の
過
程
に
お
い
て
不
十
分
な
点
も
多
々
あ
る
こ
と
と
思
う
。
皆

様
方
の
御
叱
正
御
鞭
燵
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
「
八
識
思
想
の
成
立
」
に
関
し
て
は
結
城
博
士
の
「
心
意
識
論

よ
り
見
た
る
唯
識
思
想
史
」
（
三
一
四
頁
以
下
）
が
非
常
に
詳
し
い
・

私
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
中
心
に
「
八
識
思
想
の
成
立
」
を
考

察
す
る
内
、
唯
識
三
十
班
第
五
偶
に
「
意
と
名
づ
く
る
識
」
・
日
四
目
○

口
ｐ
日
ゆ
く
言
９
国
目
と
あ
る
記
述
に
注
目
し
、
か
っ
て
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
文
献
の
上
で
は
唯
識
三
十
頌
の
記
述
を
も
っ
て
一
応
「
末

那
識
の
成
立
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

〈
拙
稿
「
末
那
識
の
源
流
」
印
度
学
佛
教
学
研
究
第
十
六
巻
第
一
号
所
収
、

「
阿
頼
耶
識
思
想
の
成
立
と
そ
の
展
開
」
大
谷
学
報
第
四
十
九
巻
第
二
号

所
収
〉し

か
し
そ
の
折
、
枅
伽
経
が
世
親
以
前
に
成
立
し
た
も
の
か
、

あ
る
い
は
以
後
に
成
立
し
た
も
の
か
に
つ
い
て
の
確
証
が
な
か
っ

た
た
め
、
「
八
識
思
想
の
成
立
」
の
起
源
を
拐
伽
経
ま
で
洲
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
っ
た
。
し
か
し
梧
伽
経
の

成
立
が
世
親
以
前
と
な
っ
た
今
や
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
の
上

で
は
娚
伽
経
に
「
八
識
思
想
の
成
立
」
の
起
源
を
求
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
）
。

註
①
宇
井
博
士
「
佛
教
経
典
史
」
一
四
九
頁
参
照

②
宇
井
博
士
「
印
度
哲
学
史
」
（
大
）
四
一
九
頁
参
照

③
中
村
元
博
士
「
イ
ン
ド
思
想
史
」
二
○
○
頁
参
照

側
中
村
元
博
士
「
イ
ン
ド
思
想
史
」
一
六
八
頁
参
照

⑤
水
野
弘
元
博
士
還
暦
記
念
「
新
・
佛
典
解
題
事
典
」
九
九
頁
参
照
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⑥
常
盤
大
定
博
士
「
続
支
那
佛
教
の
研
究
」
に
は
「
予
は
敢
て
「
櫻

伽
』
を
以
て
世
親
以
後
護
法
以
前
と
い
う
」
（
一
二
五
頁
）
と
あ
る
。

⑦
中
村
元
博
士
「
イ
ン
ド
思
想
史
」
一
六
○
頁
参
照

宇
井
博
士
「
印
度
哲
学
研
究
」
（
第
一
）
四
一
四
頁
参
照

宇
井
博
士
「
印
度
哲
学
史
」
岩
波
書
店
（
大
）
三
八
七
頁
、
日
本
評

論
社
（
小
）
三
一
七
頁
参
照

但
し
宇
井
博
士
「
印
度
大
乗
佛
教
中
心
思
想
史
」
（
三
六
○
頁
）

に
は
、
「
世
親
は
四
百
年
前
後
乃
至
遅
く
と
も
四
百
二
、
三
十
年
頃

に
死
な
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
尤
も
穏
当
で
あ
ろ
う
。
：
：
：
こ
れ

の
み
が
唯
一
の
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
の
で
は
な
い
」
と
あ

々
〈
〕
Ｏ

龍
山
章
真
氏
「
印
度
佛
教
史
」
一
八
四
頁
参
照

⑥
国
・
吋
国
目
餐
昌
の
勗
旧
四
目
日
閨
房
旨
昏
の
冨
鼻
。
ｑ
・
自
且
菌
口

］
ｏ
唱
○
（
弓
尉
目
の
Ｈ
鼎
冒
。
胃
犀
昏
Ｈ
ａ
①
属
口
目
。
の
目
‐
ロ
且
○
ｍ
国
‐

里
の
国
、
ご
》
忌
日
）
や
］
雪
．
］
・
函

⑨
梶
山
博
士
「
清
弁
・
安
慧
・
護
法
」
（
密
教
文
化
第
“
・
鮨
合
併

号
）
一
五
九
頁
参
照

⑩
中
村
元
博
士
「
イ
ン
ド
思
想
史
」
二
○
○
頁
参
照

宇
井
博
士
「
印
哲
研
究
第
五
」
一
三
六
頁
参
照

⑪
干
潟
龍
祥
博
士
「
世
親
年
代
再
考
」
三
二
一
頁
参
照

霊
嘩
証
鐸
諦
率
集
印
度
学
佛
教
学
論
集
）
一
九
五
四
年
国
・
句
３
口
‐

急
巴
旨
①
Ｈ
博
士
は
こ
の
点
に
関
し
、
二
人
の
世
親
（
古
世
親
総
。
’

鵠
Ｐ
新
世
親
ら
Ｃ
ｌ
盆
ｅ
説
を
主
張
し
て
お
ら
れ
る
。
（
目
の
宅
冨
‐

き
め
名
匡
①
号
の
国
巨
＆
冨
目
旨
、
ご
患
面
認
及
び
Ｆ
ｐ
且
目
胃
厨

旨
建
］
の
冨
黒
○
昌
旦
冒
昌
四
口
旨
担
。
》
夛
国
属
の
○
．
ぐ
》
忌
日
．
や

』
函
や
ｌ
己
．
］
い
］
）

⑫
桜
部
・
上
山
両
博
士
「
存
在
の
分
析
」
〈
ア
ビ
ダ
ル
マ
〉
（
仏
教

の
思
想
２
）
昭
和
四
十
四
年
刊
、
二
七
四
頁
、
二
七
五
頁
（
イ
ン
ド

佛
教
史
年
表
）
参
照

服
部
・
上
山
博
士
「
認
識
と
超
越
」
〈
唯
識
〉
（
佛
教
の
思
想
４
）

昭
和
四
十
五
年
刊
、
二
二
頁
、
二
三
頁
、
五
一
頁
参
照

⑬
結
城
令
聞
博
士
「
心
意
識
論
よ
り
見
た
る
唯
識
思
想
史
」
三
二
○

頁
参
照

⑭
拙
稿
「
阿
頼
耶
識
思
想
の
成
立
と
そ
の
展
開
ｌ
末
那
識
の
成
立

を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
大
谷
学
報
第
四
十
九
巻
第
二
号
）
四
三
、
四

四
頁
参
照

⑮
琉
伽
論
の
梵
本
は
菩
薩
地
の
他
に
、
最
近
声
聞
地
、
縁
覚
地
が
発

見
さ
れ
、
イ
ン
ド
よ
り
出
版
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

ぐ
．
国
伍
ま
段
○
ず
曾
川
国
２
月
富
国
○
渦
○
胃
凹
ご
ロ
旬
日
］
も
胃
匡
》
○
巴
‐

ｏ
具
菌
后
召
．
ｚ
・
ロ
昌
廿
国
○
口
冨
閨
詐
ぐ
色
ご
庫
口
日
掛
》
勺
胃
国
四
岳
急
。

⑯
南
条
文
雄
博
士
校
訂
「
梵
文
入
傍
伽
経
」
二
二
九
頁
参
照

⑰
南
条
文
雄
博
士
校
訂
「
梵
文
入
柵
伽
経
」
二
二
九
頁
参
照

⑬
南
条
文
雄
博
士
校
訂
「
梵
文
入
枅
伽
経
」
二
三
五
頁
参
照

⑲
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
及
び
チ
寺
ヘ
ッ
ト
訳
昌
口
の
甘
甥
８
冒
逼
厨
ヴ
ュ
且

冒
（
晟
淨
）
か
ら
は
、
「
外
道
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
る
」
と
な
る
が
、

し
か
し
四
巻
傍
伽
で
は
「
非
外
道
所
説
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑳
集
一
切
法
品
、
梵
文
入
傍
伽
経
一
二
六
頁
（
四
巻
傍
伽
大
正
一
六
、

四
九
六
上
）
や
、
無
常
品
、
梵
文
入
梼
伽
経
一
三
八
頁
な
ど
に
も
説

か
れ
て
い
る
。

⑳
宇
井
博
士
「
佛
教
経
典
史
」
一
四
九
頁
（
本
文
四
○
頁
）
参
照

⑫
山
口
博
士
「
大
乗
非
佛
説
諭
に
対
す
る
世
親
の
論
破
ｌ
釈
軌
諭

第
四
章
に
対
す
る
一
解
題
ｌ
」
（
東
方
学
会
創
立
十
五
周
年
記
念
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己
］
〕
ロ
コ
ロ
○
Ｑ
四
函
国
営
ウ
ニ
騨
皿
嵐
目
色
胃
芦
冒
一
一

卜、
４
４

Ｊ
ノ

ヘ
ロ
ロ
四
眼
病
望
四
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
℃
Ｏ
Ｈ
国
②
員
勗
」
四
口
〕
①
。
）

ダ

ト

、

Ｑ
の
旦
四
ぬ
ず
民
詳
Ｐ
ｍ
ｍ
も
ゆ
ず
、
彦
昌
目
Ｑ
ｐ
Ｈ
己
の
空
一
一

Ｊ
凸

邑
①
Ｑ
四
ｍ
Ｈ
ロ
①
Ｑ
も
騨
巨
四
口
。
〕
画
く
澤
口
ｐ
Ｏ
ｌ
ｌ

ｄ

ｋ

（
諸
言
禰
Ｓ
誼
愚
一
部
ｓ
聖
謝
行
舜
駄
が
蛍
ゞ
目
旨
丙
碑
汽
）

巷
岸
ｐ
Ｈ
ご
く
尉
口
四
ｍ
ず
尉
命
色
函
ｍ
も
四
ご
め
ゴ
】
ロ
ー
一

色
。
○
ｍ
も
○
余
宮
口
同
ロ
め
○
四
旦
冨
○
二
℃
色
、
庁
の
｜
｜

君
岸
四
門
閂
ご
汁
固
○
コ
ず
い
彦
昌
ｐ
Ｑ
①
罰
］
ロ
画
四
一
一

（
Ｑ
①
Ｑ
印
眼
）
（
『
○
Ｑ
国
四
口
》

汁
声
色
門
口
⑩
ｏ
ｐ
Ｑ
ぐ
○
回
Ｑ
色
輌
穏
ロ
げ
ず
○
コ
ご
色
Ｈ
伝
い
割
口
叶
一
一

Ｑ
ｐ
Ｏ
い
も
○
斤
彦
口
目
〕
印
Ｏ
四
色
目
ロ
の
包
む
色
昏
昏
も
固
昌
胃
一
一

戸
口
目
ロ
①
印
昌
○
国
ロ
〕
○
コ
の
・
い
い
も
四
Ｈ
昼
①
Ｑ
｜
｜

言
］
庁
凹
Ｈ
ロ
〕
庁
冒
○
ヨ
ヴ
の
日
』
目
色
①
討
巨
①
色
色
○
｜
｜

、
剴
〆

「
、
言
Ｕ
｝

〆
ｒ
Ｆ
ｒ
、
』

Ｑ
①
色
四
ｍ
Ｈ
ｐ
①
Ｑ
ｐ
ゆ
く
由
。
Ｈ
ご
ゆ
ぐ
澤
口
国
○
｜
｜

卜
史

Ｌ

へ
□
ゆ
ず
四
国
）

〆
卜
ロ
、

（
影
印
北
京
版
』
畠
巻
函
望
１
４
１
６
）

（
）
内
は
傍
伽
経
偶
頌
品
の
目
旨
（
北
京
版
）
に
よ
る
。

鋤
四
口
ｐ
ぽ
ぐ
”
岸
ｐ
固
く
昼
ぐ
ゆ
８
い
炭
餌
ロ
邑
彦
①
加
丙
騨
口
巳
冒
動
か
ｏ
営
〆
色
宮
口
型
す

ぐ

に

旨
〕
四
岸
昌
一

冒
凹
命
①
く
色
竺
〕
脚
ご
』
丙
四
］
ロ
ぐ
ぃ
口
守
の
国
四
○
斡
庁
①
く
い
胃
口
四
ｍ
Ｐ
ｐ
武
○
色
一
一

卜
ｔ

］
い
、
｜
’

東
方
学
論
集
）
三
八
二
頁
’
三
八
三
頁
参
照

田
同
書
三
八
二
頁
参
照

〔
ぬ
際
］
四
口
目
四
ｍ
］
肉
》
国
ロ
〕
己
｝
〕
二
口
詞
）
○
二
四
噸
』
ゆ
ず
二
四
函
］
〕
〕
の
色
ユ
（
》
｜
｜

（
再
‐
】
胃
か
』
昌
鉛
罵
声
）

閉
監
芽
四
、
ヨ
の
胃
ぐ
ゅ
亘
卦
ぐ
習
勧
冒
冒
廷
働
ず
巴
騨
胃
ご
房
四
言
望
胃
⑦
｜

思
四
＆
回
汁
の
ず
茸
煥
ぐ
①
邑
昌
國
竺
〕
脚
色
『
切
汁
画
］
〕
め
四
吋
夛
討
①
如
昌
ロ
、
詐
四
斤
詐
ご
画
。
騨
吋
鰹
］
胃
少
｝
〕

｜
｜
』
四
ｍ
｜
一

伊
ず
茸
画
く
弾
３
国
国
邑
茸
自
己
国
ご
画
冒
困
ヨ
匡
臥
○
口
尉
陸
曾
呂
冨
○
色
一

国
四
○
四
斤
①
告
騨
含
彦
型
昌
餌
垈
胃
劉
。
Ｈ
切
詐
抑
豈
曾
○
四
計
①
与
国
】
ｐ
凹
め
“
．
ｐ
は
⑦
四

一
一
胃
い
『
｜
｜

田
影
印
北
京
版
巨
四
巻
西
田
ｌ
４
１
８

山
口
博
士
「
大
乗
非
佛
説
諭
に
対
す
る
世
親
の
論
破
ｌ
釈
軌
論

第
四
章
に
対
す
る
一
解
題
ｌ
」
三
八
二
頁
’
三
八
三
頁
参
照

田
南
条
文
雄
博
士
校
訂
「
梵
文
入
傍
伽
経
」
二
八
四
頁
’
二
八
五
頁

参
照

⑰
影
印
北
京
版
巨
哩
巻
麗
］
ｌ
４
１
２

山
口
博
士
「
大
乗
非
佛
説
に
対
す
る
世
親
の
論
破
ｌ
釈
軌
諭
第

四
章
に
対
す
る
一
解
題
ｌ
」
三
八
一
頁
参
照

⑬
同
書
三
八
二
頁
参
照

影
印
北
京
版
］
届
巻
函
曽
ｌ
４
１
４

な
お
解
深
密
経
無
自
性
相
品
第
五
に
は

．
切
諸
法
皆
無
性
無
生
無
滅
本
来
寂

諸
法
自
性
恒
浬
盤
誰
有
智
言
無
二
密
意
一
」

と
あ
る
。
（
大
正
一
六
、
六
九
六
中
）

⑲
鈴
木
大
拙
博
士
「
樗
伽
経
」
（
鈴
木
大
拙
全
集
第
五
巻
）
に
は
、

「
偶
頌
品
、
こ
れ
も
後
か
ら
追
加
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
（
四
七

二
頁
）
と
あ
る
。

⑩
南
条
文
雄
博
士
校
訂
「
梵
文
入
傍
伽
経
」
一
五
六
頁
参
照

安
井
博
士
「
入
僻
伽
経
「
無
常
品
」
の
原
典
研
究
」
（
大
谷
大
学

研
究
年
報
第
二
十
集
）
八
六
頁
参
照
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帥
山
口
博
士
「
世
親
の
釈
軌
論
に
つ
い
て
ｌ
か
り
そ
め
な
解
題
と

い
う
ほ
ど
の
も
の
ｌ
」
（
日
本
佛
教
学
会
年
報
第
二
十
五
号
）
三

五
頁
以
下
参
照

⑫
安
井
博
士
「
入
傍
伽
経
「
無
常
品
」
の
原
典
研
究
」
六
八
頁
参
照

⑬
昌
胃
宮
口
胃
丘
自
口
烏
冨
日
ヴ
冨
盟
く
Ｐ
３
冒
目
ブ
、
巳
自
号
百
日
‐

四
Ｈ
斤
画
四
Ｈ
旨
旨
○
も
四
』
ゆ
ず
』
〕
Ｐ
庁
①
一
副
脚
口
閏
己
庁
④
Ｑ
脚
ａ
〕
或
四
℃
武
Ｈ
ロ
倒
汁
叶
四
‐

ぐ
昌
四
ぐ
ぃ
印
汁
ロ
脚
巨
④
討
営
ず
ぽ
四
ぐ
ゆ
陸
ご
与
猷
色
も
庁
①
Ｈ
ｍ
Ｈ
動
彦
望
画
ず
ぽ
動
く
国
・
ぬ
Ｈ
画
彦
四
戸
四
１

，
国
回
宅
閨
四
、
Ｈ
Ｐ
ロ
四
口
四
門
け
す
］
〕
Ｐ
ご
Ｐ
茸
（
の
屍
も
．
］
争
弾
胃
醒
）

鋤
固
四
忌
冒
巴
四
目
ｇ
目
蝕
日
且
副
口
目
〕
］
国
プ
『
○
ご
巴
鯉
ｇ
鼻
の
国
烏
一

の
計
画
岸
⑳
門
口
ぐ
ご
副
四
口
四
Ｈ
匡
画
碑
Ｈ
騨
守
ぐ
①
ｍ
Ｈ
い
ぽ
園
ロ
ゥ
豈
山
ｄ
①
芹
勲
Ｑ
色
、
吋
凹
屋
脚
二
面
些
一

（
Ｆ
か
ａ
や
仁
酌
胃
・
］
ｅ

田
安
井
博
士
「
入
傍
伽
経
「
無
常
品
」
の
原
典
研
究
」
六
八
頁
参
照

な
お
安
井
博
士
は
「
入
傍
伽
経
は
：
．
：
龍
樹
以
後
、
無
着
・
世
親
の

時
代
に
い
た
る
ご
ろ
ま
で
に
成
立
し
た
中
期
大
乗
経
典
と
さ
れ
る
の

が
通
説
で
あ
る
」
（
同
書
六
七
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

㈱
宇
井
博
士
「
佛
教
経
典
史
」
一
四
九
参
照

帥
常
盤
博
士
「
続
支
那
佛
教
の
研
究
」
七
七
頁
、
一
二
五
頁
’
一
二

六
頁
参
照

⑬
誰
共
嶮
騨
ノ
和
博
士
「
佛
教
史
概
説
」
（
イ
ン
ド
篇
）
九
三
頁
参
照

干
潟
博
士
「
世
親
年
代
再
考
」
三
一
六
頁
以
下
参
照

⑲
拙
稿
「
阿
頼
耶
識
思
想
の
成
立
と
そ
の
展
開
」
ｌ
末
那
識
の
成

立
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
大
谷
学
報
第
四
十
九
巻
第
二
号
）
四
五
頁
参
照

⑩
拙
稿
「
金
倉
博
士
古
稀
記
念
・
印
度
学
佛
教
学
論
集
」
の
書
評

（
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
第
五
号
）
六
七
頁
参
照

紬
宇
井
博
士
「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
一
六
九
頁
参
照

旦
四
詠
騨
司
倒
ロ
四
目
秒
。
巴
包
日
吋
餌
く
い
蔵
回
国
餌
昌
国
目
留
国
昌
一

砂
四
日
印
団
宮
口
ｑ
四
ぐ
の
爾
倒
田
山
昌
耳
ご
山
口
烏
曾
山
口
四
①
く
Ｐ
Ｃ
四
一
一
亀
一

（
印
Ｆ
か
昌
叩
冨
餌
け
画
］
画
旨
四
‐
閨
茸
堅
い
目
涼
口
時
四
や
怠
』
・
息
）

⑫
影
印
北
京
版
］
冨
巻
ｍ
ｌ
５
１
１

目
①
］
○
画
目
①
将
の
目
房
頤
罰
○
昇
呈

淵
駕
、
鵯
巨
日
日
：
医
耳
曾
昌
一
一

Ｊ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
■
Ｊ
Ｊ
■

口
〕
ロ
四
国
〕
ロ
四
口
因
ｃ
Ｑ
Ｐ
ｐ
ｍ
（
）
ゆ
（
）
』
，
Ｈ
庁
〔
頃

び
く
凹
岸
）
色
い
、
拭
巨
ず
い
己
騨
丙
彦
○
口
空
］
）
○
一

卜
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